
第33号
令和元年 5月 29日

山口県立大学

加 藤 禎 行　（郷土文学資料センター研究員）

郷土文学資料センターだより
山口県立山口図書館所蔵の国木田独歩書簡について

　2019〈平成31〉年1月8日から4月25日まで、山口県立山口図書
館内に設置された、ふるさと山口文学ギャラリーにおいて、郷土文
学資料センターは企画展示「国木田独歩とやまぐち」を行った。企
画展示の主催は、山口県立山口図書館および本センターで、その
展示作成においては、文化創造学科の展開科目「地域文化実習 I・
II」の履修者が深く関わることとなった。
　山口県立山口図書館は、国木田収二・富永徳磨・尾間明宛国木
田独歩書簡（1894〈明治27年〉10月15日付）を所蔵しており、この
貴重な地域資料も併せて展示することとし、その書簡の調査を行っ
た。書簡の宛先は弟の国木田収二、佐伯の鶴谷学館塾生だった
富永徳磨、尾間明で、書簡本文では、『国民新聞』記者となった独歩が、広島で代用巡洋艦西京丸に乗り込み、日清戦
争の戦場に向かう心境を綴ったもの。こののち独歩は軍艦千代田に乗り換え、『愛弟通信』（1908〈明治41〉年11月23日、
左久良書房）にまとめられることになる従軍記事を執筆している。
　この書簡は、独歩没後に刊行された国木田治子編『独歩書簡』（1910〈明治43〉年5月18日、新潮社）刊行の時点で、
すでに掲載されており、決して新出資料ではない。また、この書簡の本文は、『独歩書簡』での本文が初出で、増補版の『定
本国木田独歩全集』（1995〈平成7〉年、学習研究社）にももちろん掲載されている。だが、今回の資料調査で、「華山子
爵の特別なる招介状」とある箇所については、「華」の文字を「樺」のつもりで独歩が書き記していることを確認できた。「樺
山子爵」とは、すなわち日清戦争時、海軍軍令部長だった樺山資紀であろう。樺山資紀は、『国民新聞』の発行元で民友
社社主であった徳富蘇峰とも懇意の間柄であった。
　山口県立山口図書館が国木田独歩書簡を収蔵したのは、県立図書館の原簿によれば購入による（県立図書館井関和彦
氏の御教示を得た）。購入の年月日は未詳だが、『山口県立山口図書館100年のあゆみ』（「第2節「郷土志料室」の設置
と郷土資料の研究」、2004〈平成16〉年3月、山口県立山口図書館）によれば、独歩研究と資料収集に力を注いでいた旧
制山口高等学校の小川五郎の支援のもと山口県立山口図書館は、1935〈昭和10〉年、「独歩文庫」を特設している。独歩
書簡の収蔵も、こうした気運と決して無縁ではあるまい。
　2019〈平成31〉年3月23日、筆者は山口図書館2階第1研修室で開催された、図書館おとな塾「国木田独歩とやまぐ
ち」で、今回の資料展示と関連して地域向けの講座を行う機会を得た。企画展示「国木田独歩とやまぐち」で扱った、独
歩と地域との関わりを再確認し、展示資料の意義を説明する趣旨だったが、山口県立山口図書館が国木田独歩書簡を
収蔵していることの価値についても重ねて説明した。終了後、講座受講者のおひとりが、独歩書簡を所有していることを、
申し出になられた。もちろん小川五郎にゆかりある方であった。後日、その独歩書簡は、郷土文学資料センターでお預
かりすることとなったが、郷土文学に関する展示や講座は、地域との驚くべき出会いももたらしてくれることを、つくづく
教えられた。

山口県立山口図書館所蔵の国木田独歩書簡
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　山口県立山口図書館で開催された、ふるさと山口文学ギャラリー企画展「国木田独歩とやまぐち」に、私たちは山口県
立大学国際文化学部文化創造学科の展開科目「地域文化実習 I・II」の一環として参加し、この調査と展示作成に取り組
みました。展示作成の準備として約一年間に亘って文献資料調査や実地調査を行いました。私たちは他県出身ということ
もあり、独歩についての予備知識がほとんどなく、調査を通じて学ぶことがたくさんありました。
　国木田独歩は幼い頃から、裁判所職員だった父親の転勤に伴って、山口県各地を転 と々していました。そのとき見た風
景や関わった人物などが、のちの独歩作品には多く登場します。私たちはそれらの作品について、先行研究を用いた文献
調査を行い、また、独歩ゆかりの地や、独歩の文学碑などを実際に確認するため、山口・熊毛・田布施・柳井など山口
県内の各地に赴き、独歩の足跡をたどりました。
　今回の調査によって、山口市の駅通りに独歩の通った小学
校跡や、独歩の父の勤め先があったことを初めて知り、日常
的によく通る場所にゆかりの地があったことで、国木田独歩
という人物を一気に身近に感じるようになりました。柳井市
には、独歩が住んでいた旧家が移築されて残っており、敷地
内に入ってガラス戸越しに家の中を覗くこともできました。ほ
かにも山口県内には独歩の胸像や文学碑が多く建てられてお
り、独歩が山口県に根付いた作家であったことを再確認でき
ました。
　こうした文献調査と実地調査ののち、展示作成のため、三
日間にわたって独歩の作品を読み続け、ひたすら展示キャプ
ションを書く作業を行いました。旧字体交じりの文章を読み
慣れていないため、読めない漢字の連続に苦戦もしました。
　実際の、県立図書館での展示作業は、搬入日に六時間ほ
どかけて行いました。どのように置いたら見やすいか試行錯
誤しながら、展示の配置や順序を決めていきました。博物館
や美術館の展示について大学で学ぶ機会もありましたが、実
際にやってみると本当に難しいものでした。
　今回「国木田独歩とやまぐち」という企画展示に関わらせ
ていただいたことで、独歩が山口県に非常にゆかりのある人
物だったこと、あらゆる視点から調査することや実地調査の
大切さ、展示物の作成・展示がとても大変なことを知りました。
約一年間、大変でしたが、毎日新しいことを知る楽しさもあ
りました。今回経験したことや考えたことを、一時的な体験
としてではなく、今後も活かしていけたらと感じています。
　私たちが山口市駅通りの調査で独歩のことを一気に身近
に感じたように、こうした企画展示によって地域の方に国木
田独歩と地域との関わりを知っていただくこと、身近に感じて
もらうことが、地域の文化を伝えていくうえで重要だと強く感
じました。

資料展示「国木田独歩とやまぐち」を作成して
小 瀧 瑠 菜、竹 平 志 歩（文化創造学科 4 年）

作業風景 2

作業風景1
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　平成29年4月、山口県観光スポーツ文化部文化振興課に着任し、やまぐち文学回廊構想推進協議会事務局の担当と
なりました。まず驚いたのは、ふるさと山口にこんなにも多くの文学者が存在していることと、その文学者たちを顕彰する
団体及び人々がいらっしゃるということでした。国語の教員である私にとって衝撃的な喜びであると同時に、自分の無知
を恥ずかしく思いました。
　右も左も分からない私に、協議会設立の理念から諸行事の意義に至るまで、いつも優しく御教示くださいました福田百
合子前会長をはじめ、協議会の方々には本当に感謝申し上げます。「文学
講座」や「文学散歩」などの各事業を、この2年間無事に実施できましたこ
とは、ひとえに皆様の御協力のお陰です。
　私の使命は、これらの事業を通じ本県の文学・文学者について、県民の
皆様に広く普及・啓発していくことでしたが、「やまぐちの文学者たち」の追
加選定及び顕彰冊子の発行が、一番の大仕事としてありました。この「や
まぐちの文学者たち」の選定は、協議会設立当初から脈 と々受け継がれて
きた一大事業であり、私が引き継いだ時点で既に80人の文学者が選定さ
れ、立派な顕彰冊子が刊行されていました。「やまぐちの文学者たち100人」、
それは設立時からの目標であり夢でもあると伺っておりました。
　1年目、まずは本県にゆかりのある文学者の追加選定作業に着手しまし
た。文学に精通されている先生方の2度にわたる白熱した選定委員会によ
り、20名の文学者が追加選定されることとなりました。御多用の中、選定
委員会に御出席のうえ、活発に議論を交わしてくださった諸先生には、改め
て御礼を申し上げます。
　そして、2年目は選定委員の先生方の御推薦をもとに、執筆の依頼をす
ることから始めました。幸いにも皆様が執筆を御快諾くださり、ほっとした
ことを覚えています。夏以降、原稿が集まりはじめ、顕彰冊子の作製がスター
トしました。ここからは、まさに生みの苦しみで、何度も校正作業を重ねて
まいりました。よりよい冊子づくりに向け、お忙しいところを決して妥協をす
ることなく、校正を進めてくださいました執筆者の先生方と御協力ください
ました関係各位には、深謝いたしております。
　お陰を持ちまして、追加選定した20人の文学者を詳細に解説した「追補
版」と、これまでに選定された文学者も含めた100名の「ダイジェスト版」、
2冊の顕彰冊子を発刊でき、県内の公立図書館や学校等に配付することが
できました。
　この2年間で、協議会の皆様をはじめ、多くのご縁に恵まれましたことは、
私にとってかけがえのない財産となりました。今後は教員という立場で、生
徒や地域の方々に、「やまぐちの文学者たち」の魅力を郷土への誇りととも
に伝えてまいります。
　今後も、貴郷土文学資料センターを含めたやまぐち文学回廊構想推進協
議会が中心となって本県の文学活動が益々隆盛し、人と人とを繋ぐにぎわ
いが創出されていくことを御祈念申し上げます。

文学が紡ぐ ご縁に感謝
内 藤 智 芳（前 県文化振興課 主任／現 県立下関中等教育学校 教諭）

ダイジェスト版『やまぐちの文学者たち』

追補版『やまぐちの文学者たち』
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『あらつち』第719 〜 720号（あらつち社）、『其桃』第888 〜 892号（「其桃」発行所）、『‘18現代山口県詩選』
第55号（山口県詩人懇話会）、『小宇宙』支部報第7号（コスモス短歌会山口県支部）、『すばる』第53号（す
ばる俳句会）、『中原中也記念館館報2019』第24号（中原中也記念館）、『和海藻』第34号（豊北郷土文化友
の会）、『飃』第109 〜110号（飃文学会）、『ふるさと通信 きずな』第8号（ふるさと紀行編集部）、『文芸山口』
第342〜 343号（山口県文芸懇話会）、『文芸山口「文芸山口大賞」受賞作特集号』（山口県文芸懇話会）、『も
くせい』第22号（山口詩話会）、『山彦』第149 〜150号（山彦発行所）

寄贈雑誌（2018 年 11 月～ 2019 年 4 月）

伊藤孝子『詩集 老女』、河村正浩『句集　花かしら風かしら』、熊本玲子『雑文集 日向の匂い』、防府野
村望東尼会『野村望東尼最晩年の和歌日記「防州日記」』、毎日新聞社山口支局『はがき随筆 第22集』

寄贈図書（2018 年 11 月～ 2019 年 4 月）

■編集発行：山口県立大学郷土文学資料センター（〒 753-8502　山口市桜畠 3-2-1）
TEL.（083）928-0211　　FAX.（083）928-2251
■発行日：2019（令和元）年 5 月 29 日

編 集 後 記
　今号では、「国木田独歩とやまぐち」と銘打ち、山口県立山口図書館のふるさと山
口文学ギャラリーで、平成31年1月8日から4月25日まで開催された展示に関連して、
本センター研究員の加藤禎行氏と、本学文化創造学科4年生の小瀧瑠菜さん・竹平
志歩さんに執筆いただきました。また、本年4月から県立下関中等教育学校の教諭
として教鞭を執っていらっしゃる内藤智芳氏にも、3月まで山口県文化振興課主任と
して、「やまぐちの文学者たち」を中心に、やまぐち文学回廊構想推進協議会事務局
を担当されたご経験について、原稿をお寄せいただきました。
　いずれの記事からも、展示・講演・冊子刊行といったかたちで、山口ゆかりの文
学的営みを一般に公開するに際し、いかに多くの人が関わり、協力し、多くの努力
が払われているかを、うかがうことができます。こうした人と人のつながりは、まさ
に文学的営みの核心部分であり、加藤氏の記事にあるように、そのような人々の営
みが、独歩書簡の本センターへの寄贈という、あらたな交流を生んだこと、感慨深
く思います。（菱岡憲司）

サテライトカレッジ「山口ゆかりの文学巡り」
�❖『平家物語』に建礼門院の悲劇を読む
　 郷土文学資料センター長　稲田秀雄
　 令和元年8月31日（土）10：00 ～11：30
　 美祢市民会館

�❖『広辞苑』の編者新村出とやまぐち
　 郷土文学資料センター研究員　安光裕子
　 令和元年9月7日（土）10：00 ～11：30
　 美東センター

● 定員：50名（先着�順）� ● 受講料：1000円（1回50�0円） ● 申込〆切：令和元年8月23日�（金）
● 問合わせ先：山口県立大学地域共生センター（℡ 083－928－3495）

独歩胸像（柳井市街並み資料館）

4


